
7ラスだとリ
奇
｀
ごど
｀
計

髪らご狩

0れ 1【ズ叶
｀

 臼 日〔「妻罵Ч合磁監ィ系囲

監
°

…
猛 '0鑑 中 イ 中 デ 。

名
:;,宗 七fほ ぅn日中 tよ 在ゼ 士ゼ 尾 し′日 ぅ

翠`
ぁ t,″ す。■ 営

.° 過ゴしやすくす良9K言 2した生。 5ど
ttたちti王夢!宦つ食fいっとや

'図ワ←イ呆書体ぎ戸9ト ゼ■/ェ＼ヵて
W井
乳′―てtt l驚サ。ィ『多に向

|∫ 乙寝風手義イ

｀

と墳ぞl再輩ド:乾 1育デだ1復
｀しつう`りPR g、

θ

に

*

け て

′  f 0

0 
。    . くゝ  0 。 0 。 O。  

つ 0。  O
0

ぜ酢
っんとち会 がルばち追

い
一嘲卿

口峡ひげ ぁtばの中ざ (ヽゎ(1ろ fデ 身4今の竜勾げレ侑とみってきfiみ占任ち。
ノ
b｀ぜ
｀
奈ユ、3 fiっ てt(|だよや く、ャト毘拿角 兜与ち=～ 1,(くネ入trtだ

｀
ヮ

あ屹ば
｀
の中ざ 衣る ゥ

｀
長ヽr,°葡ち‐止よる・メヽすると (ヽ ろヽ 1ろてF竜命ぐ七

して
「 ざげ 弁して 身1税 竜命げしてぃ在ぁ。沌して 10R(■ いといr呈竜●気ごれ。(oO七
日本系 lι !け てゝょばく箸様 の 与浅 Tιちの 華乞欺 が ず 4しく力0う

炎来わ f「 ことと耳盈リベ体はぶ● 毘宣・ 宏ち ,と 弁しただ
｀
tヽまう。マw卜花△葛ヒ

喚 り丁こ―にヽ!」 Rれ 本七祭0と「
ア聾上サft tr!」 /ヽギヤレ屯久つと「 )｀持ン90し tとぃ t」 と

tiつちで称負loo°/bの 手ゼヒ仁ず
｀
ぁ9 星互狗気の

'代

ネt A負たtt「つOn箕
珠 しィでt工 !」「 DR 9呈oぅ 公 !?Jと 隣 ド午ヮ?ヮ クTF方与イ̀子ゼち。→れよ運食o久と

弁し升tt 4有っそ(ヽろ るご毛Ttちざ0ヽ 当日tよ μ〕みの方と偽r&弁しゎ日寺に
'及

うヾ

久る0も し拒■ぜんo珂 ldT猾しくて 図■ってしまうげtし然土せん。ttみ ろヽff誓 。ヾ
わろげヒ 奥ti生 oぶ )盈びく臭宙,【 tl「こ丁ごサTとおTえと奥tヽ■09入囲して洋ρめて

盈ヽ盗れ笈とみど
｀
号Tこちの ド|ド

｀
キのフ民 真

のを影甘し力h多 レて(
29T工形貫_冽業ホ13!のラ入_ユ ]二 ]の膨ス

1ヽろ Tえ 房J卜宕t欠ゎ

甘母,卜路 食口 r_ヽのしうヽった● 亨

「

フ
°_1レ が

i祭
各第り、運 空々 倉 (a衛 けてぃ発 生力が

｀
増 えてせ主してユo}ピ itたちtX

rご k今くらまやり花 t、 名
f推
(すら1ゃ り化 tt lB rtょしり柄弟とば や り存 とヽと七推毎 ロ

亨子群
'(71色

を 壼力 t・ 耳父り紳 たぜIt,工 すが1ゃ ,(工
°
ソ′鈷
iT友ごそ 力 子 とtヒ

(Iう 箕 ゼ
｀
欠しが ッド 不儀′卜と

夕p‐な 口 に 竹 難 した 。 前 ィ子,″_伊守ti t工′|｀
い′ti

¬

こ

ノ＼りれ ,ヽの tE入 ネゲ
i‐ ‐ヽだちたのど、か回(Rtヽ ,務そび

ilキηのワッて千手って々マと、

分顧 の1｀用そび
子
奄tRら !と エア7こくしましTと。

島R許 ど
〔
イ寺くと 電 卑が来るとが

′
サし
p寺
,脳 が あり 1を t見二げ

iて

強 の〒 <々

)に本てとィく4‐素}毛 吉£しμノ
fooぐ人の嫁が見えζォょ―」麒ど`好triが

り ,Tエ リと百缶ttて らざしたどt,工 し,生 。 本与′もヽこ各償優コti老 くと、をずモユ千案本父
して升よつ った =tり の 粋火_掟 いltの 受

tt≧ 六ど雛 体た■,の ごkクウt
,'
と
P

tよとすえてttl崩そひ宅ヾF千司| 0し主してこ。ヮ|く (■ 標とtっ (1]と
ぐ
◆ ぐ _1つ 湧 に 一 しlJで弐″ちと'tl~と 名

｀
こ 1げぉド フワ ンヽkF千写が ｀

?ρ ごネるのが 丈`く
′かめ`りすサけ)乱ネtiど夕らっく

と 呼、「
く
｀
〉
|>し フトとがやてあげ

｀
て界っ!

t注たん`っあti tt
°
あ とっちとつてユが与

影 ア`

の|
ぞ&_とA  色宅ボヒ,t

ttが夜どち

審(ユ

qR●げ Rkti丁じ
｀
日Rt場韮δrぅ 1こ 芳t好と卜けて、1ょり。

″をキユ「けィ傍めTt当汗9は
(1や
っそ汁む!“と権キ丑aη

のざ0ぶ {徴呵毛経そば
u`91レ

9｀レイぎ~A町と案 t

“

播げ狩メ甥 鳥派雫今雰
始
Ч
結毅務
議fi邊ぃ

そろそア指替えて在一ヒデtず tィζ xfぇ
―
」ヽ

竹tiチ >チ >電車((本狼t弓考F什 )ιェ衆ことテェ),ン υp少分化の
t,く けすi―」はたて岳t:工お・ら`、ガ登るPtt t■ みたば乾入て

い
すヽ、ソコリしてとしrュ。

糸↑
ハ炭DttP99tζ  FD9t・泰手うkら (宝 7ぇ

を
'「

:こ

ケとの

手t｀
、
i吉名3Fイ 」t′亀i警ilを

'こ

うも``っrl

どすうヾ
｀
、みま/蕉りした痕′

`静

子ど

衣こくtiソ 正す。、1ィ ti人 3の とitケ しド狩ドキしてとfれ 子ヒ

て寺花つすit′ Ё
iり

、戸わすしてtらっ「ユツしK′
gヽこ とが

Iて｀ しそぅ依彦静惰
〔
→ 亨喜

辛 大 / 沐

こ/＼弁ヽわ著れ札t手ゼt Tとちの

千`ころ―を入(升あし R及ざ 泉′をmモ Iてい狂 余 こヽめのうく`業生しtiよう(゛ 甲
う`ら
~

今セベ弁、手 くち卜と逸oな宋哲七年3め工し仔。デ梓
'の

跡hよみつ¬,ど/の 火ヽ主牛,と

太̂
。
ヾ
(司 RT注く押っt tlろ 多とt ろ‐じ屯Tこちにとぅと`よ

＼`
ゼ七ti 4を 入Ⅲ【うζ

貯
と

奥 碑Eち 閉権
゛
o9｀ち口 ⌒を丈lli色をゎ !″ d・ TRて みゼヽ 卜ちの八。一欠や キやみを

発は下ぢウ■0ち △未午ヽどとRっ tti■つ。お録ぜもが争さ■との時Qらりが一企発猟↓

非 乍をく坪町t盈卜ど
｀
V attt ttt◆ と o企宋穆と して叶てtTざさい。

i雀う。

ケ

r

「ずっ「

tうぱ ごE]食強 .B年年のそらど井、た(止ちで坪卜の′件盪非tの最ゥ手寺ちtすヽ t(
ぞをてふ 1」 ぜ静 ぁデ(・ (つ可海…t「可虐毛チ́ャしラブ

十
する写ゼ

l'こ存ちぞ
1す
。足の復ド

｀

米

フF
十め(れ石‐r蔽狼ェる!!」 という喧英t

ゲ〔よ彗Bのお≠し■ど
｀
す企
W―
oゼトイエ
やど、す墓残う「ユチぜ覧たろ・ぜ■な
宅―:がる毎ギユ3ぜ宅″ちそ見て千ひ｀

う
｀
ウ

●′ ▼

日脱tt豊 と
ヽ
の 爵

疾名空しti
ヽ

時 ★ *
琴グ

ヤ 代

舎


